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			エイミーはパパと一緒に夏をスコットランドで過ごすことをとても楽しみにしていました。エイミーはいつもパパと夏を過ごしていましたが、一緒に旅行をするのははじめてです。エイミーはもう8歳になったから旅行に出てもいいだろうとパパがいってくれたのです。

			2人はスコットランドに住んでいるアンガスおじさんとモラグおばさんを訪ねる予定でした。でも、なにより楽しみだったのは、アンガスおじさんとモラグおばさんが住んでいるお城でした。だって、正真正銘のお城なんですから！

			やっと空港に到着したと思ったら、スコットランドへの空の旅はさらに長いものでした。飛行機は一晩中飛び続けたので、あんなにわくわくしていて旅行の間はずっと起きていようと思っていたエイミーでさえ、飛行機でもらったささやかな夕飯を食べたとたんぐっすりと寝こんでしまいました。飛行機で上映していた映画も、眠くて最後まで見ることができませんでした。

			グラスゴー空港に到着した時も、スカイ島行きのバスに乗った時も、エイミーはまだ寝ぼけ眼でした。

			スカイ島ですって？素敵な響きね。エイミーは一瞬そう思って、揺れるバスの中でまた眠りに落ちました。
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			2人がやっと夕方に到着した時、アンガスおじさんは2人を出迎えるために玄関で待っていました。木でできた玄関のドアは、エイミーが見た中で一番大きくて重たいものでした。

			お城にぴったりね。エイミーは感心しました。アンガスおじさんの髪の毛が自分の髪と同じくらい赤くて、スコットランド人そのものだとも思いました。髭はほとんど灰色で、赤と緑の格子縞のキルトを履いていました。

			後で、エイミーのパパはタータンチェック柄のキルトを履く一族で、2人の到着をお祝いして身につけてくれたのだと教えてくれました。

			アンガスおじさんは2人を家の中に迎え入れ、「モラグおばさんがみんなの夕飯を作ってくれたよ。キッチンにおいで。」

			ふっくらとして、白髪がうっすらと生えている優しそうな眼差しのモラグおばさんは、2人を見たとたん顔が輝きました。おばさんはまずエイミーのパパを抱きしめて、「あなたはもう立派なお父さんね！」と叫びました。

			エイミーは自分のおじいさんに気づきました。今まで気づいたことはありませんでしたが、パパはおじいさんにそっくりだとわかりました。
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